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働
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衛
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法
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改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議
（
抄
） 

平
成
二
十
六
年
四
月
八
日 

参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会 

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

二
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
個
人
が
特
定
さ
れ
ず
に
職
場
ご
と
の
ス
ト
レ
ス
の
状
況
を
事
業
者
が
把
握

し
、
職
場
環
境
の
改
善
を
図
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
。
ま
た
、
小
規
模
事
業
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
、
産

業
保
健
活
動
総
合
支
援
事
業
に
よ
る
体
制
整
備
な
ど
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
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政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

二 

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
は
、
精
神
疾
患
の
発
見
で
な
く
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
未
然
防
止
を
主
た
る
目
的
と
す
る
位

置
付
け
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
、
事
業
者
及
び
労
働
者
に
誤
解
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
労
働
者
の
意
向
が
十
分
に
尊
重
さ
れ
る
よ
う
、
事
業
者
が
行
う
検
査
を
受
け
な
い
こ

と
を
選
ん
だ
労
働
者
が
、
そ
れ
を
理
由
に
不
利
益
な
取
扱
い
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
検
査
項
目
に

つ
い
て
は
、
そ
の
信
頼
性
・
妥
当
性
を
十
分
に
検
討
し
、
検
査
の
実
施
が
職
場
の
混
乱
や
労
働
者
の
不
利
益
を
招
く
こ
と
が
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

三 

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
個
人
が
特
定
さ
れ
ず
に
職
場
ご
と
の
ス
ト
レ
ス
の
状
況
を
事
業
者
が
把
握

し
、
職
場
環
境
の
改
善
を
図
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
。
ま
た
、
小
規
模
事
業
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
、
産

業
保
健
活
動
総
合
支
援
事
業
に
よ
る
体
制
整
備
な
ど
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。 

 


